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工事概要
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横山ダム-２

横山ダムの位置



横山ダム再開発事業の目的

横山ダム-３

堆砂土砂の掘削

新規掘削

堆積土砂

［ 凡例 ］

完成後の河床

洪水調節容量洪水調節容量

2,9602,960万万m3m3

310310万万m3m3

新計画完了時新計画完了時

E.L.207.5m洪水時満水位

最低水位 E.L.181.3m

洪水調節容量

有効貯水容量

2,960万m3

110110万万m3m3

夏期制限水位 E.L.187.0m

（予備放流水位）

堆積した河床

E.L.207.5m

310310万万m3m3

洪水時満水位

夏期制限水位 ①201.0  ②195.2

予備放流水位 E.L.192.7m
110110万万m3m3

690690万万m3m3

横山ダム完成直後の河床

2,200万m3

（ 2,090万m3）

平成１１年時点平成１１年時点

洪水調節容量

※括弧書きは平成11年時点の数値を記載

1,100万m3(760万m3）

1,000万m3

(310万m3）

310万m3

・堆積土砂の掘削による
貯水容量の回復

・灌漑用途の振り替えによる
洪水調節容量の増量

・洪水調節方式の変更

最低水位 E.L.181.3m
340340万万m3m3

洪水調節容量増強



横山ダム再開発事業の目的

横山ダム-４

環境対策



選択取水設備の整備

選択選択取水施設工事取水施設工事

横山ダム-５

１号機の据え付け作業状況



２次元での図面

横山ダム-６



３次元データの利用目的

横山ダム-７

• 設計変更時の形状、数量のチェック
（２次元図面でわかりにくい形状を視覚的にチェッ
ク、数量再計算の省力化）

• 視察、見学会等での設備運用方法説明
（開閉速度３０cm/分
→動画による説明が効果的）

• 施工計画
（施工ステップの検討、仮設備配置の検討 等）

• 維持管理への利用
（点検結果の可視化、補修工事への利活用 等）



３次元データの作成

横山ダム-８

• ２次元ＣＡＤデータからの３次元モデル作成
（使用ソフト：Revit Architecture）



３次元データの作成

横山ダム-９

• 周辺地形の合成
（使用ソフト：NavisWorks）



３次元データの作成

横山ダム-１０

• 動画の作成
（使用ソフト：3DS-MAX ）



これまでに実施済みの３次元データの利活用と効果

横山ダム-１１

• ３次元モデルを用いた工事打合せ
－設計変更部分を視覚的に表現

• 動画を用いた工事打合せ
－全縮時の扉体吊上昇方法の変更を視覚的に表現

受発注者間の意識共有が可能に受発注者間の意識共有が可能に



３次元－２次元の整合性検証

横山ダム-１２

• ３次元モデルからの２次元図面出力
→２次元図面の再現は問題なし
（設計図面以外の断面での図面出力も可能）

• ３次元モデルからの数量算出
→主部材（鋼材）重量の算出は可能
（設計変更時の数量再算出に対応可能）

３次元データを用いた業務実施が可能

＋業務の効率化が期待される

３次元データを用いた業務実施が可能

＋業務の効率化が期待される



３次元データ利用の課題

横山ダム-１３

• 設計者－モデル作成者との密な連携が必要
－設計変更の情報がモデルに反映されるまで時
間がかかる

• 設計時からの３次元モデル作成
－２次元図面から３次元モデルを作成しているた
め、二重作業となる

• 施工者、発注者のソフトウェア整備
－閲覧利用にはビューワーで対応可能だが、
修正・編集等はモデル作成者への依頼が必要



今後の予定

横山ダムｰ１４

＜施工段階における利活用の検証＞

• 施工管理への利用
－状況（進捗）の確認

• 監督・検査への利用
－検査位置の確認 等

＜維持管理段階における利活用の検証＞

• 維持管理への利用
－竣工後の点検記録、損傷部位の可視化
－補修工事の検討 等



デモンストレーション

横山ダム-１５

1. ３次元モデル
全景～表示・非表示～属性表示

2. 稼働状況動画
・全縮→全伸
・全縮からの移動


